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県
内

市
町

チ
ー
ム
が
参
加

３５

３９

し
、
第

回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅

１３

伝
競
走
大
会
が

月
１
日（
土
）、静

１２

岡
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
、
草
薙
陸
上

競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

区
間

１１

・
１
９
５
丼
の
コ
ー
ス
で
行
わ

４２れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
大
会
に
参
加
す
る

松
崎
町
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
が
決

定
し
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
の
初
入
賞
の
成
績

を
目
標
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

熱
心
な
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

松
崎
町
民
の
代
表
と
し
て
、
懸

命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
選
手
た
ち

に
練
習
、
本
番
と
も
皆
様
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松崎町代表チーム
登録選手決定！

第第１２回静岡１２回静岡県県市町対抗駅伝競走大会の様市町対抗駅伝競走大会の様子子

月
１
日（
土
）

時
ス
タ
ー
ト

12

10

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

高見武彦さん
（アドホックヤマダ）

－道部－

土屋武彦さん
（下田中教諭）
－桜田－

佐藤寿紀くん
（松崎小６年）
－雲見－

山田恭士朗くん
（松崎小６年）
－南郷－

山田采礼さん
（松崎小４年）
－桜田－

山本典佳さん
（松崎小５年）
－桜田－

田中真沙美さん
（帰一寺）
－船田－

関 まどかさん
（専門学校２年）

－雲見－

コーチ 監督

第４区一般（女子） 第３区小学生（女子） 第２区小学生（男子）

第６区
40歳以上

（男女不問）

第１３回大会松崎町チーム練習参加者（１０月６日記録会にて）

舩津弘貴さん
（下田消防署）
－船田－

石田達也さん
（大体大１年）
－江奈１－

第11区一般（男子）

第１区・第８区・第９区 中学生・ジュニアＡ・Ｂ（女子）

大場康平くん
（松崎中２年）
－伏倉－

藤井友紀くん
（松崎中３年）
－那賀－

山地玲子さん
（松崎高１年）
－北区－

土屋来夢さん
（松崎中２年）
－江奈１－

平野文珠さん
（松崎中３年）
－桜田－

藤池真由美さん
（松崎高１年）
－江奈１－

高見育美さん
（松崎中２年）
－道部－

天野 潤くん
（松崎高１年）
－宮内－

石田祥平くん
（松崎高２年）
－大沢－

大場勇作くん
（松崎中３年）
－伏倉－

第５区・第７区・第１０区
中学生・ジュニアＡ・Ｂ（男子）

石田與三郎さん
（松崎中職員）
－桜田－

佐藤文彦さん
（稲生沢中教諭）

－雲見－



ままま
つ
ざ
き
っ
子

通

学

合
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つ
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き
っ
子

通

学

合

宿宿

通
学
合
宿
初
日
は
、
夕
食
を
各

家
庭
で
済
ま
せ
て
か
ら
龍
門
館
へ

集
合
し
、
開
級
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
級
式
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
地
区
の
方
た
ち

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
通
学
合

宿
の
目
的
や
共
同
生
活
の
ル
ー
ル

等
の
説
明
と
、
翌
日
の
夕
食
用
食

材
の
買
い
物
の
相
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
各
家
庭
で
の
生
活

よ
り
少
し
早
起
き
を
し
て
、
布
団

の
整
理
や
朝
食
作
り
、
片
付
け
、

学
校
へ
行
く
た
め
の
身
支
度
等
を

自
分
た
ち
で
行
い
、
元
気
に
登
校

し
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、

小
学
校
の
運
動
場
に
集
合
し
、
自

分
た
ち
の
夕
食
の
材
料
を
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
と
一
緒
に
購
入
し
て
か

ら
龍
門
館
へ
帰
り
ま
し
た
。

龍
門
館
到
着
後
、
子
ど
も
た
ち

は
、
お
風
呂
掃
除
、
う
わ
ば
き
洗

い
、
夕
食
の
準
備
等
の
家
事
を
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
３
日
目
は
、
起

床
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
と

一
緒
に
朝
食
準
備
か
ら
始
め
ま
し

た
。
み
そ
汁
、ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ

グ
作
り
や
配
膳
等
、
皆
で
役
割
分

担
し
て
家
事
を
進
め
ま
し
た
。

朝
食
の
片
付
け
が
終
わ
る
と
、

荷
物
の
整
理
、
布
団
の
片
づ
け
を

し
て
、
昼
食
の
お
に
ぎ
り
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に

お
に
ぎ
り
の
形
を
整
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
方
た
ち
の
指
導
の
も
と
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
た
ち
と
一
緒
に
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
、
昼
食
で

自
分
た
ち
が
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を

食
べ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

・
自
分
た
ち
で
買
い
物
を
し
て
作
っ

た
カ
レ
ー
は
お
い
し
か
っ
た
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
、
り
ん
ご

の
色
が
変
わ
る
の
を
防
ぐ
の
に

塩
水
に
つ
け
る
こ
と
を
教
わ
っ

た
。

・
風
呂
洗
い
や
う
わ
ば
き
洗
い
を

初
め
て
や
っ
た
け
ど
、
家
で
も

や
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
た
。

「
通
学
合
宿
」
と
は
、
年
齢
の
異

な
る
小
学
生
が
、
家
庭
を
離
れ
た

環
境
で
、
共
同
生
活
し
な
が
ら
登

下
校
す
る
も
の
で
す
。
日
常
生
活

に
必
要
な
生
活
能
力
を
習
得
す
る

こ
と
や
、
子
ど
も
の
活
動
を
地
域

の
大
人
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
を
深
め
、
地
域
と
子
ど
も
・

家
庭
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

「
通
学
合
宿
」
は
、
ど
な
た
が
実

施
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
規
模
の

要
件
も
な
く
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
地

域
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
・
子
供
会

で
も
実
施
で
き
ま
す
。

県
か
ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す

の
で
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松
崎
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
希
望
者

人
が
参
加

３９

し
て
、

月

日
（
木
）
か
ら

１０

１１

１３

日
（
土
）
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、

松
崎
高
校
の
宿
泊
施
設
「
龍
門
館
」

に
て
、「
ま
つ
ざ
き
っ
子
通
学
合
宿
」

を
行
い
ま
し
た
。

１

日

目

2

日

目

3

日

目

参
加
し
た
感
想

開開 級開 級 式式

元気に登元気に登校校

33

夕
食
は
、
５
班
に
分
か
れ
、
自

分
た
ち
で
買
い
そ
ろ
え
た
具
材
で

カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
夕
食
を

済
ま
せ
、
全
員
で
片
付
け
を
終
え

る
と
、
２
班
に
分
か
れ
、
地
域
の

方
の
指
導
の
も
と
、新
聞
紙
を
使
っ

た
バ
ッ
ク
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

身
近
な
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
、
絵
柄
を
工
夫
す
る
こ
と
で
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ク
が

で
き
ま
し
た
。

新聞紙を使ったバック作新聞紙を使ったバック作りり 夕食準夕食準備備

おにぎり作おにぎり作りり
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町町町
職
員
給
与
等
の
状
況

町町
職
員
給
与
等
の
状

町
職
員
給
与
等
の
状
況況

こ
の
人
件
費
に
は
、
町
職
員
に

支
払
わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議

会
議
員
や
各
種
委
員
等
の
特
別
職

に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
普
通
会
計
決
算
に

２３

占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
、

・
１８

２
舒
を
占
め
、
内
訳
は
左
図
に
示

す
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
町
行

政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
町
職
員
の
給
与
等

の
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
は
、
国
お
よ
び

他
の
市
町
村
、
な
ら
び
に
民
間
事

業
所
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
定
め

る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

平成2３年度 普通会計決算
人件費総額
７億１９１万円

給料

3億2,441万円

46.3％

報酬等

5,278万円

7.5％

共済費

1億8,488万円

26.3％

職員手当等

1億3,984万円

19.9％

技能労務職一般行政職

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

49歳9月278,587円39歳2月321,292円

１人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

給 与 費 等職員数

計（B）
期末・
勤勉手当

職員手当給料（A）

532万円4億3,584万円1億501万円3,482万円2億9,601万円82人

金 額区 分

１７２，２００円大学卒
一

般

行
政
職

１４０，１００円高校卒

１８４，２００円大学卒
採
用
後
二
年
経

過
後
の
給
料
額

１４８，５００円高校卒

年間支給額期末手当月 額区 分

10,124,010円給料月額
×1．15（役職加算）
×3．95月分

612,000円町 長

給

料

報

酬

08,188,537円495,000円副町長

07,229,072円
給料月額

×1．15（役職加算）
×3．95月分

437,000円教育長

04,233,547円
給料月額

×1．15（役職加算）
×3．05月分

273,000円議 長

03,225,560円208,000円副議長

02,899,902円187,000円議 員

（平成2４年4月1日現在） ※特別職・臨時雇用分は含んでいません。

（平成２４年4月1日現在） （平成２４年10月1日現在）

計１２月６月区 分

2．6月分1．375月分1．225月分期 末

1．35月分0．675月分0．675月分勤 勉

合計
技能
労務職

小計

６級５級４級３級２級１級区 分

課長課長補佐係長主任主査主任主事
主 事
主事補

標準的な職名

83人14人69人9人7人14人9人15人15人平成23年度

82人12人70人9人7人14人8人12人20人平成24年度

（各年度とも４月１日現在）

（平成２４年１０月１日現在）

役職により課長職１５％、課長補佐・係長相当職１０％、

主任主査相当職５％が月額に加算されます。

煙煙煙職員の平均給与月額・平均年齢

煙煙煙初任給

煙煙煙期末・勤勉手当

煙煙煙給与費等の状況（平成23年度普通会計決算）

煙煙煙特別職の報酬

煙煙煙職員数（普通会計）
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は

ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納

付
さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
ご
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

た
国
民
年
金
保
険
額
と
、
年
内
に

納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付

見
込
み
額
で
す
。

な
お
、

月
１
日
か
ら

月

１０

１２

３１

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
１
月
下
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

（
町
県
民
税
）
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

月
１２

３１

日
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
日
本

年
金
機
構
か
ら

月
上
旬
ま
で
に

１１

送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
１
日

か
ら
９
月

日
ま
で
に
納
付
さ
れ

３０

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得

税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま

す
。も

し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
皆

様
に
は
、
毎
年

月
上
旬
ま
で
に

１１

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、

月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で

１２

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
を
受
給
し
て
い
る
皆
様
に
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

○
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

【
対

象
】

個
人
の
青
色
申
告
者

【
日

時
】

月

日
（
水
）

１１

２１

陰
午
前

時
～
正
午

１０

隠
午
後
１
時

分
～
午
後
３
時

分

３０

３０

※
陰
と
隠
は
同
じ
内
容
で
す
。

【
場

所
】

下
田
市
民
文
化
会
館
大
会
議
室

○
年
末
調
整
等
説
明
会

【
対

象
】

法
人
お
よ
び
個
人
の
白
色
申
告
者

【
日

時
】

月

日
（
木
）

１１

２２

午
後
１
時

分
～
午
後
３
時

分

３０

３０

【
場

所
】

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

※
平
成

年
分
か
ら
青
色
申
告
決

２４

算
書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書
用
紙

等
に
同
封
さ
れ
ま
す
。

説
明
会
に
関
す
る
書
類
は
、
対

象
と
な
る
方
に
事
前
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
当
日
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
不
足
す
る
書
類
が
あ
る

場
合
は
、
説
明
会
場
ま
た
は
下
田

税
務
署
で
配
布
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

下
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」は

月
１
日
ま
で
に
提
出
を

12

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

平成25年分

「扶養親族等申告書」が送付される方

対 象 者年 齢

年間の年金額が１０８万円以上の方６５歳未満

年間の年金額が１５８万円以上の方６５歳以上
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6

－

俳

句－

山

本

武

男

小

林

忠

夫

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

稲

葉

文

字

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

松
田
美
智
子

清

水

高

子

斎
藤
み
つ
子

秋
惜
し
む
向
か
い
の
山
の
色
を
見
て

秋
冷
や
生
く
る
も
死
ぬ
も
吾
れ
独
り

開
け
放
ち
葉
月
を
さ
そ
ふ
八
畳
間

浦
々
の
寄
り
添
ふ
家
並
に
月
や
さ
し

に
が
う
り
の
太
る
隙
間
を
空
の
紺

夜
目
遠
目
笠
さ
す
月
の
三
拍
子

満
月
に
お
伽と

ぎ

話
も
懐
古
か
な

ば
な
し

美
し
く
老
い
た
し
白
き
萩
こ
ぼ
る

中
天
の
名
月
拝
す
至
福
か
な

秋
晴
れ
や
太
公
望
の
と
ん
ぼ
笠

恋
の
う
た
ふ
と
口
遊
む
良
夜
か
な

く
ち

づ
さ

穏
や
か
さ
続
き
て
稲
の
花
日
和

爽
や
か
や
山
墓
の
供
華
取
り
換
え
て

五
右
衛
門
の
お
風
呂
恋
し
や
今
日
の
月

月
光
を
背
に
受
け
て
見
る
海
景
色

月
夜
に
は
小
さ
き
願
ひ
祈
り
け
り

小
夜
更
け
て
欄
間
に
の
ぞ
く
月
明
り

ら
ん

ま

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

昨年に引き続き、伊豆市にある西

伊豆眼科クリニックの医師より、松

崎町から多くの患者さんに来ていた

だいているお礼の気持ちを込めて、

ふるさと納税をしていただきました。

○ 鄭
てい

守 様（京都市在住）
まもる

金額 １０万円

西伊豆眼科クリニック医師

点
検
・
確
保

・
居
住
す
る
地
域
で
想
定
さ
れ
る

被
害
の
確
認

・
津
波
避
難
経
路
等
の
確
認

隠
地
域
で
起
こ
り
う
る
被
害
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
地
域
で
で
き
る

偐
共
助
做
を
確
認
す
る
。

・
地
域
の
防
災
力
の
確
認
と
若
年

層
の
訓
練
参
加

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
災

害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
支
援

体
制
の
確
認

・
住
民
の
避
難
先
、
避
難
経
路
、

避
難
時
間
の
把
握
・
検
証

・
地
域
に
あ
る
事
業
所
等
と
の
連

携
の
確
認

韻
長
期
間
に
及
ぶ
避
難
生
活
を
想

定
し
、
多
様
な
避
難
者
へ
の
支

援
体
制
を
確
認
す
る
。

・
避
難
所
設
置
運
営
訓
練
お
よ
び

避
難
所
生
活
体
験
訓
練
の
実
施

・
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
避

難
所
訓
練

・
災
害
時
要
援
護
者
等
へ
の
配
慮

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

静
岡
県
で
は
、

月
の
第
１
日

１２

曜
日
を
「
地
域
防
災
の
日
」
と
定

め
、
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
駿
河
ト
ラ
フ
か
ら
南

海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
大
規

模
地
震
が
突
然
発
生
し
、
県
内
各

地
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
と
な

り
、
県
内
沿
岸
部
に
大
き
な
津
波

が
襲
来
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
各

自
主
防
災
組
織
ご
と
に
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

い
ざ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ

た
ら
良
い
の
か
、
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
の
一
員
と
し
て
何
を
し
た

ら
良
い
の
か
を
、
訓
練
に
参
加
し

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
訓
練
の
重
点
項
目
》

陰
地
域
で
起
こ
り
う
る
被
害
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
自
ら
の
命
を
守
る

偐
自
助
做
の
た
め
に
と
る
べ
き

行
動
を
確
認
す
る
。

・
住
宅
の
耐
震
性
、
家
具
の
固
定

等
、
家
庭
内
空
間
の
安
全
性
の

地
震
に
備
え
よ
う
！

家
具
等
の
転
倒
防
止
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

町
で
は
、
家
庭
内
の
家
具
の
転

倒
に
よ
る
被
害
を
防
止
・
軽
減
す

る
た
め
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
に

要
す
る
経
費
に
対
し
、
助
成
を
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

・
専
門
的
知
識
の
あ
る
方
（
大
工
・

建
具
職
等
）
が
施
工
す
る
家
具

等
の
固
定
に
要
す
る
経
費

・
家
具
等
の
転
倒
防
止
器
具（
つ
っ

ぱ
り
棒
や
耐
震
マ
ッ
ト
等
）
の

購
入
費
用

※
町
税
等
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の

方
が
実
施
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

【
助
成
の
額
等
】

○
災
害
時
要
援
護
者
世
帯
（

歳
６５

以
上
の
方
の
み
の
世
帯
等
）

経
費
の
２
－
３

（
限
度
額
４
万
円
）

○
一
般
世
帯

経
費
の
１
－
２

（
限
度
額
３
万
円
）

【
申
請
方
法
】

・
施
工
、
購
入
前
の
事
前
申
請
が

必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

月
２
日（
日
）は
「
地
域
防
災
の
日
」

１２「
身
近
な
危
険

再
発
見
！

～
災
害
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

自
助
・
共
助
～
」

を
テ
ー
マ
に
地
域
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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１０/１４

雲見温泉海賊料理まつり

雲見海岸では、雲見温泉海賊料理まつりが開
催されました。クジラに見立てた約１５０安のカジ
キマグロが豪快に解体され、訪れた多くの来場
者に振る舞われました。

１０/１９

姉妹都市帯広市から季節の贈り物

姉妹都市帯広市から特産品のじゃがいも２００安
が届きました。贈っていただいたじゃがいもは、
学校給食のメニューに加えられ、子どもたちが
味わいました。

77

祝

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

昨
年
の
３
月
に
伊
豆
半
島
の

７
市
６
町
で
推
進
協
議
会
を
設

立
し
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、

９
月

日
（
月
）
に
日
本
ジ
オ

２４

パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。伊

豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

で
は
、「
南
か
ら
来
た
火
山
の
贈

り
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
基

づ
い
て
、
伊
豆
半
島
内
の
ジ
オ

サ
イ
ト
を
紹
介
し
、
町
か
ら
は
、

烏
帽
子
山
、
千
貫
門
、
室
岩

洞
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
で
は
、
伊
豆
半
島
の
地

質
学
的
な
価
値
だ
け
で
な
く
、

ガ
イ
ド
の
皆
様
の
説
明
が
成

熟
し
て
い
た
こ
と
に
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
評
価
を
得
ら
れ
た

の
は
、
伊
豆
半
島
が
観
光
地

と
し
て
培
っ
て
き
た
お
も
て
な

し
の
心
が
活
か
さ
れ
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
松

崎
町
を
含
む
伊
豆
地
域
の
観

光
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
も
、
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
と
同
様
に
伊
豆
地
域
が
連
携

し
て
観
光
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

が
、
特
色
を
出
し
、
お
互
い
が

協
力
し
て
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
全
体
を
賑
わ
せ
、
伊
豆
半
島

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

今
年
度
、
町
で
は
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の
加

盟
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

よ
る
「
全
町
ま
る
ご
と
ふ
る
さ

と
自
然
体
験
学
校
」
等
を
重

要
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
す
べ

て
町
の
特
色
や
付
加
価
値
を

高
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た

め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
観
光
客
に

対
す
る
お
も
て
な
し
の
心
だ

け
で
な
く
、
町
民
の
皆
様
が
、

得
意
と
す
る
分
野
で
先
生
と

な
り
、
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
９/２３

第２９回長八フェスティバル

第２９回長八フェスティバルが環境改善センター
で開催されました。文化ホールのステージや各
種サービスコーナー等は、多くの来場者で賑わ
いました。

１０/６～７
棚田収穫祭

石部の棚田では、秋晴れの下、２日間で約５００
人が参加して収穫祭が開催されました。オー
ナー等の参加者は、地元の方の指導を受けなが
ら稲の刈り取りに励みました。

町長室からこんにちは ◯35



届出人年齢氏 名地 区

あ い 子59萱 場 廣 志船 田

政 彦85租 長 仲 江峰 輪

昭 江72植 松 康中 区

昭 彦79内 田 址 延東 区

富 江89稲 葉 幸山 口

行 伸70佐 野 敬 侑櫻 田

紀 有80松原壽美子明 伏

公 正95佐藤さだ子江奈２

と き 子79鈴 木 秀 次宮 内

法 久75長 嶋 章 介岩 地

周 二86鈴木あさ子那 賀

章 進91光 岡 秀 子中 区

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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広
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ま
つ
ざ
き
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三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６８３人（－１３人）

男 ３，６５３人（－４人）

女 ４，０３０人（－１４人）

世帯数 ３，０８６戸（－４戸）

転 入 １２人 転 出 １５人

出 生 ３人 死 亡 １３人

（平成２４年９月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ３件 （±０）

物損事故 ７件 （－８）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （±０）

二
〇
一
二
年
十
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

二

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２４年９月発生分

姉

妹

都

市

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（9月届出分（9月届出分））

保護者性別名 前地 区

田 口 文 人男玄
げん

峰

松 原 弘 之男颯 祐
そう すけ

北 区

端 山 智 充男諒
りょう

西 区

おめでとうございます（出生）

帯
広
市
に
は
、
世
界
で
唯
一
の

ば
ん
え
い
競
馬
が
あ
り
ま
す
。

途
中
２
カ
所
の
障
害
坂
の
あ
る

全
長
２
０
０
丿
の
直
線
コ
ー
ス
を
、

体
重
１
亅
を
超
え
る
馬
が
騎
手
と

重
り
を
載
せ
た
鉄
ソ
リ
を
引
い
て
、

力
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
パ
ワ
フ
ル

な
競
馬
で
す
。

月

日
（
日
）、
帯
広
競
馬

１０

１４

場
本
コ
ー
ス
で
、「
２
０
１
２
ワ
ー

ル
ド
人
間
ば
ん
馬
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
ゲ
ー
ト
か
ら
前
半
１

１
０
丿
を
女
性
の
騎
手
が
走
り
、

第
２
障
害
の
手
前

丿
地
点
で
ソ

１０

リ
に
騎
乗
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
後
半

丿
を
５
人
の
引
き
手
が
、
騎
手

９０と
１
５
０
亂
の
鉄
ソ
リ
を
引
き
、

タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

消
防
士
チ
ー
ム
、ボ
ク
サ
ー
チ
ー

ム
、
相
撲
取
り
チ
ー
ム
、
自
衛
隊

チ
ー
ム
、
農
協
青
年
チ
ー
ム
等
、

体
力
な
ら
負
け
な
い
！
と
い
う
猛

者
た
ち
、
全

チ
ー
ム
が
大
集
合

２５

し
ま
し
た
。
予
選
５
レ
ー
ス
を
行

い
、
タ
イ
ム
上
位
の
５
チ
ー
ム
が

決
勝
に
進
出
し
、
優
勝
賞
金

万
８８

円
を
目
指
し
て
熱
い
走
り
を
見
せ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
な
ん
と
、
依
田
勉
三

翁
の
開
拓
精
神
を
受
け
継
い
だ
松

崎
町
の
有
志
の
皆
様
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い

て
は
、
こ
の
場
で
の
記
載
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が（
笑
）、見

事
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
の
中
に
は
、
人
間

ば
ん
馬
の
歴
史
に
名
を
残
そ
う
と
、

リ
ベ
ン
ジ
組
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
松
崎
町
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
、

来
年
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

「「
人
間
ば
ん
馬

「
人
間
ば
ん
馬
」」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
雨雨
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

全
国
の
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
の
う
ち
、
２
０
１
１
年
は
ア
ダ
ル
ト

情
報
サ
イ
ト
に
関
す
る
も
の
が
相
談
件
数
の
１

位
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
相
談
事
例
は
、
動
画
を
観
る
た
め
に
指

示
ど
お
り
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
ら
請
求

画
面
が
消
え
な
く
な
っ
た
、
無
料
だ
と
思
っ
た

の
に
、
異
常
に
高
額
な
情
報
料
の
請
求
を
受
け

て
い
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
機
器
が
、

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
型
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
、
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
も
相
談
件
数
の
増
加
の
一
因
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

も
し
、こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

そ
も
そ
も
法
的
に
は
請
求
さ
れ
た
金
額
を
支
払

う
必
要
が
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
安
易
に
支

払
い
を
し
た
り
、
住
所
・
氏
名
等
の
個
人
情
報

を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
安
全
性

の
確
認
を
し
な
い

ま
ま
、
安
易
に
指

示
に
従
っ
て
、
ソ

フ
ト
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ

う
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
」

ばん馬レース葛

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

滑人間ばん馬
松崎町開拓団
チーム


